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郷土博物館絵画展示
「

足立6 0

景 」

「あだち広報エクスプ レ
ス」の表紙でおなじみの、
永沢まことさんの絵画作品
「足立60景」を展示します。
また、永沢さんのトーク

ショーも開催しますので、
ぜひお越しください。

期間
前期　8月2日～8月30日
後期　9月1日～9月20日

※ 月曜日は休館です

「
足
立
6
0景
」の
原
画
を
展
示

絵
画
作
品
「
足
立
6
0景
」
は
現
在
5
0

景
分
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
4
8

景
の
原
画
を
半
分
ず
つ
、
前
期
・
後

期
の
二
回
に
分
け
て
、
郷
土
博
物
館
の

常
設
展
示
の
ほ
か
に
展
示
し
ま
す
。

6
0景
と
、
原
画
の
持
つ
あ
た
た
か
な

魅
力
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。

時
間
=
午
前
9

時
～
午
後
5
時
費
用
=
入
館
料
(
大

人
2
0
0
円
、小
・
中
学
生
1
0
0
円
)
※
8

月
8
日
(
土
)
、9
月
1
2
日
(
土
)
は
無
料

足

立
6
0

景

と

は

平
成
4
年
の
区
制
6
0周
年
を
記
念
し

て
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
足

立
区
を
代
表
す
る
景
観
で
す
。

お
寺
や
神
社
、
史
跡
と
い
っ
た
文
化

財
か
ら
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
や
生
物
園

な
ど
の
区
の
施
設
、
地

区
の
お
祭
り
や
花
火
大

会
の
よ
う
な
催
し
ま
で
、
ど
れ
も
足
立

に
し
か
な
い
、
足
立
ら
し
さ
を
表
わ
す

風
景
で
す
。

6
0
景

が

絵

画

に

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
6
0景
を
描
い
て
い

る
の
が
、
少
年
時
代
は
荒
川
放
水
路

で
水
泳
を
し
、
河
川
敷
で
た
く
さ
ん
野

球
を
し
た
と
い
う
あ
だ
ち
っ
子
の
画

家
。
永
沢
ま
こ
と
さ
ん
で
す
。
そ
ん
な

永
沢
さ
ん
の
目
と
筆
を
通
し
て
6
0景
が

絵
画
作
品
と
し
て
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
る
絵
画
6
0景
に

は
、
四
季
の
違
い
、
晴

れ
た
日
や
雨
、
雪
の
日

の
表
情
、
そ
し
て
そ
の
風
景
に
と
け
込

む
人
々
の
動
き
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
が
ご
く
自
然
に
あ
り
の
ま

ま
の
足
立
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
、
だ

れ
も
が
「
そ
う
そ
う
、
こ
ん
な
感
じ
」

と
う
な
ず
い
て
し
ま
う
親
近
感
を
抱
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
イ
ク
を

走
ら
せ
て
い
く
お
じ
さ
ん
の
後
ろ
姿

も
、
神
社
の
前
で
ち
ょ
っ
と
腰
を
か
が

め
る
お
ば
さ
ん
も
、
何
だ
か
、
ど
こ
か

で
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き

ま
す
。

今
も
生
ま
れ
て
い
る
絵
画
6
0景

永
沢
さ
ん
の
描
く
「
足
立
6
0景
」は
、

平
成
5
年
4
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
の
表
紙
を
飾
り
、
今
ま

で
に
5
0景
分
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
足

立
区
の
エ
コ
ー
ハ
ガ
キ
の
図
柄
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

永
沢
さ
ん
は
、
6
0景

の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
番
よ

く
映
え
る
と
き
を
ね
ら
っ
て
ス
ケ
ッ
チ

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
運
良
く
そ
の
場

面
に
出
会
え
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲ 郷土博物館・東渕江庭園

区
立
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園

「足 立60 景」を 描いて 永 沢 まこと

この5 年余りに亘って足立区の隅々まで歩き、一
枚一枚60景の風景を描き続けてきました。
私自身は荒川に近い 本木に生まれましたが、子供
のころ、自転車で走り回った昭和20年ごろ の足立は、
田 んぼが広がる中にわらぶき屋根の農家や水車小屋
がある、のどかな里でした。
あらためて歩いた足 立は、どこへ行っても私の記
憶にある風景とはまるで別の世界のようでした。マ
ンション、ビ ル、高速道路、にぎやかな商店街やス
ーパーなどなど・・・。ところが、そうし た別世界を歩
くうちに 「ハッ」とさせられたのは、昔そのままの
姿で残っているお寺。神社、日光街道沿いの旧家、
それに川べりや池などです。
足立を歩くことの面白さとは、昔と今を全く同時

に体験することだということが分かってきました。
足立の全てがそのまま江戸時代から明治～平成が入
り混じ った100年を超えるタ イムトラベルの宝 庫な
のです。
し たがって、この足立60景も、変わってしまった
足立、変わりつつあ る足立、変わるこ とのない足立
の風景が入り混じ ったものになりました。 絵をご覧
になる方は、どうか
それ ぞ れ の風 景 か
ら、その地の昔の姿
を思い浮かべてみて
ください。また。こ
の風景が10年後、20
年後にどう変 わって
いくのかにも、思い
をはせてみてくださ
い。

▲ 南フランス・アルルにて

プロフィール　永沢まこと氏　画家。1936(昭和11)年足
立区本木町生まれ。 学習院大学卒業

。アニメーターと
し て活躍した

後
、
渡米し ニューヨ ークに8 年在住

。' 86

年に帰国後は東京を拠点に内外での展覧会活動を行い
ながら、欧米

、
中国など各地を旅しては風景や人間模

様 を描き続けている
。
著 書に『絵を描きたいあなたへ』

( 講談社)『ノンフィクション・ニューヨーク』『東京
人間図鑑』( いずれも草思社) など。なお、『産婆のお
スミちゃん 一代記』(草思 社) の著書で知ら れる

、
本木

南町で60年近く開業助産婦とし て活躍してきた永沢寿
美さんのご長男でもある。

□
永
沢
ま
こ
と
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時
=
9
月
1
3
日
(
日
)
、午
後
2
時
～

3
時
3
0分

内
容
=
「
足
立
の
昔
と

今
」

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

場・問先=郷土博物館( 大谷田
5- 20- 1) 　( 3620) 9393
休館日=月曜日( 祝日の場合は

翌日) 、年末年始開館時間=午

前9時～午後5時入館料=大

人200 円 、小 ・中 学 生100 円 ※

第2 土 曜 日は無 料公 開 日 交通=J R
亀 有 駅北 口か ら 東 武 バス

六 ツ 木 都住 行き 足立 郷 土 博物
館 前下 車

□
第
2

土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映

日
時
=
8
月
8
日
出
、午
前
1
1
時
～

内
容
=

「
周
防
猿
ま
わ
し
の
記
録
」

(
9
5分
)
・・・
伝
統
大
道
芸
で
あ
る
猿

ま
わ
し
の
復
活
へ
の
苦
闘
の
記
録
/

「
日
本
の
花
火

」(
3
5分
)
・・・
歴
史
的

視
点
か
ら
日
本
の
花
火
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
る

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

今号の主な 内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
/
健
康

あ
・
ら
・
か
る
と
―
結
核
―

4
・
5
面
▽
下
水
道
特
集

6
・
7
面
▽
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
i
n
あ
だ
ち
/

夏
休
み
子
供
実
験
教
室
/
放
送
大
学
入
学
生
募
集
/
ひ

ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
手
づ
く
り
郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
賞
/
花
だ
よ
り
/
8
月
の
カ

レ
ン
ダ
ー

葦
立
ち

水
の
季
節

小
・
中
学
校
も
夏
休
み
に
入
っ

て
夏
本
番
で
す
。
水
と
遊
ぶ
楽
し

い
季
節
、
区
内
の
親
水
水
路
は
子

供
た
ち
の
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
現
在
整
備
を
終
え
た
親
水
水

路
は
。
1
3カ
所
1
万
6
千
m
あ
り

ま
す
。

家
庭
や
工
場
等
の
排
水
で
汚
さ

れ
た
水
路
は
迷
惑
な
も
の
、
転
落

の
心
配
な
ど
危
険
な
も
の
で
し

た
。
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
で
遮
ぎ

ら
れ
た
り
、
暗
渠
化
さ
れ
て
道
路

に
な
っ
た
り
、
見
え
な
い
近
寄
れ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
用
水
路
本
来
の
使
命
を

終
え
た
こ
と
や
下
水
道
の
普
及
等

に
よ
っ
て
、
人
の
目
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
て
い
た
水
路
が
、
人
の
心
を

な
ご
ま
せ
、
や
す
ら
ぎ
と
ゆ
と
り

を
与
え
て
く
れ
る
親
水
水
路
と
し

て
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
幅
わ

ず
か
3
0㎝
程
の
さ
ら
さ
ら
と
流
れ

る
水
路
は
、ド
ジ
ョ
ウ
や
メ
ダ
カ
、

ク
チ
ボ
ソ
な
ど
の
小
魚
の
姿
と
共

に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
懐
か

し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
な
る
は

ず
で
す
。

親
水
水
路
に
も
、
雑
誌
や
弁
当

容
器
、
カ
ン
や
ビ
ン
等
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
が
置
き
去
り
に
さ
れ
た

り
、
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す

が
、「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
て
3
ヵ
月
、
7

月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
。

美
し
い
水
辺
を
保
つ
た
め
に
、
皆

様
の
ご
協
力
を
さ
ら
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

暑
さ
き
び
し
き
折
、
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

区
長
　
吉
田
万
三

世帯と人口 ( 10年7 月1 日現在　外国人含む)　 世帯数: 270, 696　人口: 635, 951人( 男: 322, 134 人、女: 313, 817 人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

□
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

受
給
し
て
い
る
方
は

、8

月
1
1
日
か

ら
9
月
1
0
日
ま
で
の
現
況
届
提
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。8

月
初
め
に

お
送
り
す
る

、「
お
知
ら
せ

」に
記
載
さ

れ
た
期
間
内
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い

。現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は

、8

月
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

。

な
お

、
児
童
扶
養
手
当
は
必
ず
本
人

が
手
続
き
に
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
住
民
票
(

外
国
籍

の
方
は
登
録
済
証
明
書
)

の
発
行
が
無

料
に
な
り
ま
す
。
区
民
事
務
所
で
申
請

の
際
に
は
、
証
書
ま
た
は
「
お
知
ら
せ
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

。

□
児
童
扶
養
手
当
の
改
正

▽
支
給
要
件
の
一
都
変
更
・・・
婚
姻
に
よ

ら
な
い
で
出
生
し
た
子
を
養
育
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
で

、
児
童
が
父
親
に
認
知

を
受
け
て
も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
が
な

け
れ
ば
、
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。7
月
中
に
認
定
請
求
を

行
う
と
8
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
所
得
制
限
の
変
更
・
:
8月
以
降
の
月

分
の
手
当
支
給
に
関
す
る
所
得
制
限
限

度
額
が
変
わ
り
ま
す
(
表
1
)

―
―
―
い
ず
れ
も
―
―
―

申
・
問
先
=
児
童
手
当
係

表1　10 年度所得限度額( 9 年中の所得額)

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
東
京
都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談

員
が
、
生
活
上
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

等
=
表
2

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
)

問
先
=

障
害
福
祉
担
当

表2　8 月の相談実施日福
祉
手
当
(
国
制
度
)

の
振
り
込
み

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
5
月

～
7
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
8
月
1
2日
ご
ろ
に
振
り
込
み
ま

す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
在
宅
福
祉
係
、

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー

養
成
講
習
3

級
課
程

(
第
2
回
)

日
時
等
=
表
4

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
し
、
講

習
期
間
中
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き
る

区
民
の
方

定
員
=
4
8人
(
一
般
分
2
4

人
、
家
政
婦
紹
介
所
等
推
薦
分
2
4人
)

※
一
般
分
の
公
開
抽
選
を
8
月
7
日

溜
午
前
1
0時
か
ら
区
役
所
3
0
1会議
室
で

開
催

費
用
=
テ
キ
ス
ト
代
6
千
5
0
0円

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受

講
希
望
」
と
明
記

期
限
=
8
月
5
日

必
着

申
先
=
高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
―

問
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

関
原
　
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表4　 ホームヘルパ ー3 級課程( 第2 回)

上記のほか、①ディサービスセンター実習9月2、3、
4、7、8日( 午前10時～3時) のいずれか1日選択
②ホームヘルパー同行訪問9月2、3、4、7、8日( 午前
9時～正午) のいずれか1日選択
※会場は一部を除き、すべて在宅介護支援センター関原です

表5　 今後の講習予定

※ 都合 によ り日 程等 が変 更と な る場 合が あり ま すの で、募
集 月の 「あ だち広 報 」をご 覧のう え 、お 申し 込 みく ださ い

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

8月の家族介護者教室のご案内

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

放 置自 転車禁止区 域

五 反 野 駅 周 辺

歩
道
の
放
置
自
転
車
を
よ
け
て
車

道
を
歩
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
放
置
自
転
車
は
町
の
美

観
を
損
ね
、
緊
急
時
の
障
害
物
と
も

な
り
ま
す
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転

車
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
後
は

自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
、
引
き
取

り
の
際
に
撤
去
費
用
と
し
て
2
千
円

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

通
動
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
で
駅

周
辺
を
利
用
す
る
方
は
、で
き
る
限

り
歩
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

自
転
車
の
場
合
は
、
必
ず
自
転
車
置

き
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
北
自
転
車
駐
車
場
…
足
立
4

―
1
7―
2
5先(

3
8
8
7
)
3
7
0
6

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
第
一
駐
車
場
…
足
立
3
-
2
9

五
反
野
第
二
駐
車
場・
:
足
立
4
-
4
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
自
転
車
移
送
所

加
平
移
送
所
・・・加
平
2
-
1
7
1
6
先

問
先
=
自
転
車
係

健康あ・ら・かると
―
結
核
―

〝結
核〟
と
聞
い
て

皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま

す
か
。「
そ
ん
な
昔
の
病

気
が
ど
う
し
て
問
題
に

な
る
の
?
」と
か
、「
も

う
無
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
?
」
と
思
う
方
も

い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。実

は
、
現
在
日
本
で

年
間
約
4
万
5
予
人
が

新
た
な
発
病
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
結
核
で
死
亡
す
る
方
も
年
間
約
3
千

人
い
ま
す
。

戦
後
ま
も
な
く
は
栄
養
不
足
も
あ

り
、
多
く
の
人
々
が
感
染
し
て
発
病
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
健
所
・
医
療
機

関
等
を
中
心
に
結
核
対
策
が
成
功
し
、

患
者
数
は
激
減
し
ま
し
た
が
、
反
面
、

結
核
は
忘
れ
ら
れ
た
病
気
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、
予
防
の
重
要

性
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
度
お
さ
ま
っ
た
結
核
の
病
巣
に

結
核
菌
が
死
滅
せ
ず
に
濳
み
、
高
齢
・

病
気
等
で
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
再
び

勢
力
を
あ
ら
わ
し
、
再
発
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
高
年
の
患

者
が
、
日
本
の
結
核
患
者
の
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
。
若
年
者
の
9
0
%

以
上
は
結
核
に
未
感
染
の
た
め
、
集

団
感
染
が
簡
単
に
起
こ
り
や
す
い
状
況

で
す
。
最
近
で
は
病
院
内
感
染
に
よ
る

職
員
の
死
亡
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。

結
核
対
策
に
は
。
何
よ
り
予
防
が
大

切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適

度
な
運
動
を
続
け
て
体
力
を
つ
く
り
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。

も
し
も
風
邪
症
状
が
長
く
(
2
週
間
以

上
)
続
く
よ
う
な
ら
結
核
を
疑
い
、
最

寄
り
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
　
　
A
保
健
所
医
師
V

たべもの
道
し
る
べ

【
子
供
の
飲
み
物
選
び
!
!
】

暑
い
日
に
は
、
冷
た
い
も
の
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
ね
。
特
に
子
供

の
糖
分
の
と
り
過
ぎ
が
気
に
な
る
季
節

で
す

。
お
子
さ
ん
た
ち
は
、
ど
ん
な
飲

み
物
を
飲
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か

。

「
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
飲
み
物
の
カ

ロ
リ
ー
は
?

」「
砂
糖
は
ど
れ
く
ら
い
入

っ
て
い
る
の
?

」
な
ど

、
私
た
ち
の
知

り
た
い
情
報
が
、
缶
や
ボ
ト
ル
に
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で

、
栄
養
成
分
表
示

を
見
て
み
ま
し
ょ
う

。

カ
ロ
リ
ー
は
、
「エ
ネ
ル
ギ
ー
(
熱

量
)
」で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。水
や
お

茶
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

天
然
水
と
書
い
て
あ
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。1
本
3
5
0

m
l
の
甘
い
清
涼
飲
料
水
の
場
合
に
は
、

約
1
6
5
k
c
a
l
な
ど
と
表
示
さ
れ
て
い
ま

す

。

糖
分
に
つ
い
て
は
、「
糖
質
(
ま
た
は

炭
水
化
物
)
」の
と
こ
ろ
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
微
量
か
ら
4
0
g近
く
入
っ
て
い

る
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
子
供
に
と
っ
て
は
、
牛

乳
の
飲
み
過
ぎ
も
心
配
で
す
。
牛
乳
は

水
、お
茶
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

牛
乳
と
水
、
お
茶
の
栄
養
成
分
表
示
も

比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
菓
子
も
同
じ
よ
う
に
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
健
康
を
気
づ
か
っ

た
飲
み
物
や
、
お
菓
子
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
買
う
時
に
、
ち
ょ
っ
と
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
厚
生
省

令
で
定
め
る
表
示
基
進
を
満
た
し
た
も

の
は
、「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」「
○
○
成
分

入
り
」「
成
分
○
○
を
含
む
」な
ど
と
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。子
供
だ
け
で
な
く
、

家
族
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
に
栄
養
成

分
表
示
を
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

A
保
健
所
・
保
健
相
談
所
管
理
栄
養
士
V
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重
度
障
害
者

プ
ー
ル
活
動
介
助
補
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
8
月
6
日
陶
午
前
1
0時
～
午
後
1

時
3
0分

場
所
=
中
川
北
小
学
校

対
象
=
1
8歳
以
上
の
健
康
な
方

内
容
=

重
度
障
害
者
介
助
補
助

※
傷
害
保

険
付
き

定
員
=
若
干
名

申
・
問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

両

親

学

級

も
う
す
ぐ
パ
パ
と
マ
マ
に
な
る
あ
な

た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
8
月
2
1

日
啝
午
後
1
時
叩
分
～
4
時

対
象
=

妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の
方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
=
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
こ
ろ
(
心
理

相
談
員
)
/
出
産
と
子
育
て
体
験
談
/

パ
パ
の
沐
(
も
く
)
浴
体
験

定
員
=
2
0

組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場

・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

子
育
て
真
っ
最
中
の

あ
な
た
へ

夫
や
子
供
と
の
関
係
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
、
子
供
に
当
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

子
供
と
離
れ
て
、〝お
母
さ
ん
〟
か
ら
〝あ

な
た
自
身
〟
に
戻
っ
て
話
し
合
う
ひ
と

と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

費
用
=
無
料

※
保
育
あ
り

申
込
=

電
話
で
随
時

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

日
時
=
検
査
・
:
8
月
2
6
日
圜
、午
前
9

時
～
扣
時
/
体
験
学
習
・
・
・
9
月
9
日

廁
、午
前
1
0
時
～
1
1
時
対
象
=
挧
歳

～
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
=

骨
密
度

・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検

査
(

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・

貧
血
)

等

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

「
女
性
健
康
づ
く
り

」
を
明
記

期
限
=
8

月
3

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所

〒
1
2
1・
0
8
2
2

西

竹
の
塚
2
-
1
2
1
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

健
康
大
学

～
肝
臓
に
つ
い
て
学
ぶ

日
時
=
表
6

内
容
=
肝
臓
の
働
き
や

機
能
と
健
康
づ
く
り

定
員
=
4
0
人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

表6　健康大学日程表　　いずれも午後1時匐分～3時30分

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

日
程
等
=
表
7

対
象
=
食
生
活
改
善

に
熱
意
あ
る
女
性
ま
た
は
栄
養
士
の
資

格
を
有
す
る
方
で
、
全
日
程
参
加
で
き

る
方

内
容
=
食
品
の
栄
養
と
バ
ラ
ン

ス
や
健
康
づ
く
り
を
栄
養
士
と
考
え
る

※
昨
年
の
修
了
者
は
地
域
で
食
生
活

案
内
人
と
し
て
活
躍
中

定
員
=
3
人

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

参
加
の
動
機
・
「
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
養
成
講
習
会
希
望
」
と
明
記

期
限
1
8

月
5
日
必
着

申
・
問
先
=
足
立

保
健
所

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の

塚
2
I
ト一
1
8

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

表7　食生活コンダクター養成講習会日程

時間: いずれも午後1時30分～3時30分
自主活動: 上 配以外に2 日 間行います

栄
養
成
分

表
示
基
準
講
習
会

食
品
の
栄
養
成
分
表
示
の
基
準
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
加
工

食
品
の
特
性
を
理
解
し
、
賢
く
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
日
時
=
8
月
6
日
床
、午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

講
師
=
抛
日
本
健
康

・
栄
養
食
品
協
会

小
原
佑
一
氏

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
栄
養
指
導
担
当

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

健康カレンダー 8月の予定

8 月の献血

問先= 東京都東赤十字血液センター　　5682- 2801
区役所保健予防 係　3880 ―5111㈹

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

合 歓

明
治
の
文
豪
、
田
山

花
袋
が
隅
田
川
を
遡
っ

て
綾
瀬
川
に
着
い
た

時
、
岸
辺
に
淡
く
咲
き

誇
る
合
歓
の
花
を
愛
で
て
「
川
岸
に
は
、

合
歓
の
花
な
ど
が
赤
く
咲
い
て
何
と
も

言
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
評
し
て
い
ま
す

(『
東
京
の
近
郊
』
)。

綾
瀬
川
の
合
歓
の
花
は
江
戸
時
代
か

ら
知
ら
れ
て
お
り
、
歌
川
広
重
の
名
所

江
戸
百
景
の
「
綾
瀬
川
鐘
ヶ
渕
」で
も
、

ピ
ン
ク
の
合
歓
の
花
が
上
部
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
近
郊
の
名
物
と
し
て

合
歓
の
花
は
綾
瀬
川
と
共
に
。
江
戸
庶

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
文
政
年
間
に
記
さ

れ
た
名
花
ガ
イ
ド
「
江
戸
遊
覧
花
暦
」

で
は
、「
花
又
村
の
川
筋
」(
現
花
畑
)

の
綾
瀬
川
を
見
所
と
し
て
挙
げ
、「
ほ
の

ミ
え
て

う
す
く
れ
な
ゐ
の

ひ
と
む

ら
ハ

あ
や
せ
の
き
し
の

ね
ふ
の
花

か
も
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。

綾
瀬
川
は
、
ほ
か
に
も
秋
を
む
か
え

る
と
虫
の
声
や
月
光
を
楽
し
む
風
流
な

場
所
と
し
て
も
江
戸
の
人
々
に
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
(
『
絵
本
江
戸
土
産
』
)。

花
袋
も
そ
う
し
た
江
戸
以
来
の
伝
統

的
な
風
流
の
名
所
・
綾
瀬
川
の
合
歓
の

花
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
足
立
の
名
所
は
、
梭
瀬

川
の
ほ
か
に
も
西
新
井
大
師
や
千
住
大

橋
、
大
鷲
神
社
や
六
阿
弥
陀
道
な
ど
数

多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。江
戸
市
中
か

ら
徒
歩
で
往
復
す
る
か
、
舟
で
上
り
下

り
し
て
一
日
か
け
て
遊
ぶ
の
に
適
し
た

位
置
に
あ
り
、
江
戸
の
人
々
が
、
一
時

の
風
流
を
求
め
て
行
楽
に
出
か
け
る
土

地
柄
だ
っ
た
の
で
す
。

い
ま
は
市
街
地
と
な
り
、
綾
瀬
川
の

岸
に
合
歓
の
花
は
見
か
け
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
区
内
各
地
の
公
園
や
親
水
緑

道
に
合
歓
の
花
が
あ
り
、
江
戸
名
所
以

来
の
伝
統
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

∧
郷
土
博
物
館
V

合
歓
の
花
を
描
い
た
広
重
の
浮
世
絵

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区および動務先等で同種の検診を受けた方は除

きます。申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名( フリガナ)、生年月
日、年齢、性別、電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込
み先へ。後日、受診票と案内をお送りします。※ 消化器がん検診日、
受診場所も第3 希望まで明記。
消化器がん検診問先=足立保健所診療放射線　3855- 4156( 直通)

日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病
気で治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内
容=X 線撮影による胃がん検診と検便による大腸がん検診 期
限= 受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 9 月
を受診希望の場合8 月15日消印有効、送付は8 月末日) 申先= 足
立保健所診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8

女性がん検診と成人健康診査　問先=保健予防係　3880- 5111㈹

□ 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診
と子宮がん検診
□ 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳まで( 昭和8 年4 月1 日以降
生まれ)までの区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の倹査
等で、心臓、肝臓、じん臟の病気や糖尿病、高血圧、高脂血症等に
ついて調べます
――いずれも――
日時等= 受診票を受けとってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関
で受診 申先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1
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あなたに、快適な環境を運びます
今、地球の環境保全が緊急の課題となっています。そして私たち

の● 1斤なところで水辺環境を守るのが下水遭の役割です。「まち」の
申の水辺は衣庭の台所などから川、海へとつなが 。ています。その
間で下水遭により衛生的に処理してこそ、さわやかな水辺が保たれ
るのです。なお、区内の下水暹による雨水排水廠齢は、計圃降雨強
度1 時間5( )皿で整備されています。区では、さらに水害に強いまち

づくりのため、皆さんの宅地においても各戸貯留・浸透施般の設傭
をお願いしています。
下の地図でg ンク9 ま下水遭が使える区域です。足立区も10年3

月末で普及率が99%に達し、ほとんどの地域で下水遭が使用できま

す。ただ、花畑- ・二・六丁目および江北五丁目の一部分は陬回臺a
。巣のため、現在はぷ応示ですが区 ● 貉理完了後下水道が使用で

きます。なお、永年にわたり特集号( 8 年より特集面) を通じて、
皆さんに下水道告示地域を地図に着色する方法でお知らせしてきま
したが、今年度を最後とします。しかし、下水道普及率は、年1 度
(毎年了月頃) 発寰を続けていきます。
また､告示地域を ● 色した地図は､毎年都下水遭局で作成していま

す。これは。区役所内で見る事が出来ますので、希望の方は街路下

ふー課までお問い合わせください。

凡 例

上図は足立区下水道計画
お よ び 現 況 図 で す

(平 成10年6 月現 在)
この計画は、実施に際し変更になる場合があります。

また、下水道の計画・工事など詳細については、下記
にお問い合わせください。

東京都下水道局北部建設事務所設計課
3838- 9557

足立区土木部街路下水道課計画係
3880- 5111(代)

公共下 水道が できたら… …

下 水 遭 が 便え る よ う にな り ます と 、 そ の区 域

は 水 洗 化で き るLLU と し て 、・ 呶 蓼 公 報 に 糺豕

さ れ ま す そ し て 各 豪 農 に は 呶呶 ● r ｸﾞk・ 局 か

ら チ ラ シで お 知 ら せ し ま す 冐a に 、 下 水 皿

● を 負 乖 し て い ただ く よ う に も なり 嗇す

水 洗 化 で き る区 域 の み な さ んに は 、 髫 示 後3

年 以 内 に 、 浄化 槽卜4 レ は 膺1卜T 事 を く み と

り ト イ シ は水 洗 トイ レ に 改 量 して い た だ か なけ

れぱ な り ま せ ん

こ れ ら の 吟 燬工 事 を 行 う には 、 柤 当 の 費 用が

かか り ま す

そ こで 、 鈩育 孱 と 四 都g は 、 水洗 化 の 普 及

促 遭 曇 図 り み な 疹ん の 負 担を 少 な く す る た

め 、助 瘋 鬯● 費 あ せ んSl t を設 け て い ま す

工事は下水道局が指定する工事店に

さあ工事をしましよう

あなたのお住まいは?

〈 公 道 に 面 し て い る 〉 〈 私 道 に 面 し て い る 〉

公 共 下 水道 に つ なぐ
私 道 の 下 水 道工 事 を し まし ょ う

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度
私 道 整 備 助 成 制 度

水洗 化設 備資 金融資 あっ せん利 子 補給 制度

宅地内の工事をしましょう

あなたのお住いのトイレは?

〈浄 化 槽〉
浄化槽の廃止工事をしましょう

l l は その ま

ま 使え まず 。

浄 化槽 の 起理

と 、宅 地内 の

摶 水管 工事 が

必 撕で す。

水洗化設 備資金融資あっせん利子補給制度

〈く み と り〉

水洗化工事をしましょう

便畧;の夊 換 と

七地 内の 篠 水

管 工 事か 必I S

です

水 洗 化 設 備 資 金 融 資あ っ せん 利 子 補 給 制 度

東京都の水洗便所助成制度

助成・融資制度をご利用下さい

足立区土木部計画調整課助成係へ
3880- 5111( 代)

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度
私 遭一を利 別 し てい る 宰曜 では 、下 水 を 公共 下 水 辺

に 流 す ため 私丿盡に搶 ホ 汲 億が 必 妾 に な り ます 。 こ の

緋 水 霞 備 をつ く る場 合 一i の 豪 件 の も と に区 か ら 助

成 金 が受 けら れ ます 。

私 道 整 備 助 成 制 度

私 道 の 簡 易讓 貿 をS 望 す るi l l j I 事賢 の 助 成 が受11

ら れ ま す

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

水洗 化 工 事{ 水 洗 鯲 所 への 改 量 、 浄化 柵 の 切' j 替

え 排 水霞 偏 の 詼ぽ} に あ たI J 、資 令 を 一時 的 に 支 出

す る のが 國 錐 な方 に 対 し て 区 でl j 一一定の 豪 件 の も

と に 融資 あ せ んをl i い 刊f の ‥ 部 を 負 担し まt

東 京 都下 水道 局　北部 第一 管 理事 務所　業務 課 分室 へ

5697- 2452
東 京 都 の 水 洗 便 所 助 成 制 度
く み 昂(り便 所 を 水 洗化 す る 場 合 に 東 京 都 から 次

の よ うな 勵成 金 が 受 け られ ます ぼ ず工 事 を す 曷 前

に巾 翩t て くだ さ い 手続 はl l l本店 が代I l f L ま す)

申
請
手
続
き
は
、
必
ず
工
事
着
工
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

下水道についての問い合わせ・相談先

雨水浸水施設(各戸貯留
・浸透施設) に助成します
□ 雨水浸透施設とは
水害に強く、地球にやさしい水循- 逓』社会

のために個人所有の家屋にも、雨水を地下へ
かえす「雨水淨両襦般」の般置をお願いして
います。「雨水潯i秀施段」とは、屋根に降った

雨水をトイから潯湧ます( 穴あきのます) や
溽軣トレンチ( 穴のあいた排水管) を通し、
地下に染み込ませるものです。
□ 助成内容
工事は現在の家屋を解体したり。改修する

ものではありません。T 麗月はおおむね1 日と

なります。
敷地面積500S' 未滴の個人所有の家屋に対

し、雨水浸透施設を設置する櫑舍、工事費を20
万円まで助成します。助成金は区標準工事

費により算定しますので、申し込みは必ず工
事前に行ってください。
助成条件は、敷地や覃匣により異なります

ので、あらかじめお問い合わせください。
問先一土木部針ぼ調整諷助成係

3880―5111㈹

お願い
大雨の際の「ますブタのずらし」は、歩行

者がつまずいたりして危険です。フタを開け
ないでください。

● 公共下水道普及率の推移

〇東京都23区は平 成6 年以降、概成100% です。
※ 概成100% は普及率が99. 5% 以上を示します

小 菅 処 理 場
ふれあい施設見学会

日時- 8月20日( 木) 午前11時～
乍悛3 陦( yj 涓了決行) 内容一施
設見学・イベント ・展示コーナー
※ 記念品プレゼント( 先着順)

費用= 無科 申込一当日直埴会場
へ 場・周先一小曹処理婦

5680- 1991　
(葛飾区小菅1- 2- 1 小菅駅
下車t j r 12 分)
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催
し

物
ガ
イ
ド

A- Fest a' 98通 信

森

が笑
ってる

、

広場
が 踊っ

て る
!

□
記
念
T
シ
ャ
ツ
8
月
1
日
発
売
予
定

収
益
は
ま
つ
り
経
費
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

□
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

「
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
」
は
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
に
似
た
だ
れ
に
で
も
で
き
る
楽
し

い
ゲ
ー
ム
で
す
。
優
勝
賞
金
は
な
ん
と
1
0

万
円
で
す
。
日
時
=
1
0月
1
1日
沺
、

午
前
1
0時

鳩
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
、
I
チ
ー
ム
1
0人
(
女
性

ま
た
は
5
0歳
以
上
の
方
3
人
以
上
を
含

む
)

費
用
=
1
チ
ー
ム
2
千
円

定

員
=
3
2チ
ー
ム
(
先
着
順
)

□
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

ス
テ
ー
ジ
上
で
A
―
フ
ェ
ス
タ
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
区
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
を
募
集
し
ま

す
。

※
会
場
の
都
合
上
バ
ン
ド
に
つ

い
て
は
別
に
出
演
条
件
が
あ
り
ま
す

日
時
=
1
0月
1
0日
・
1
1日

場
所
=
元

渕
江
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

□
森
と
広
場
の
バ
ザ
ー
出
店
団
体
募
集

対
象
=
区
内
の
地
域
活
動
を
目
的
と
す

る
非
営
利
団
体

範
囲
=
テ
ン
ト
(
2

間
×
3
間
)
の
半
分
を
1
区
画
と
す
る

日
時
=
1
0月
1
0日
・
1
1日

場
所
=

元
渕
江
公
園
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

定
員
=
2
5団
体
(
抽
選
)

費
用
=

―
区
画
2
万
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

期
限
=
8

月
2
1日

申
・
問
先
=
足
立
区
区

民
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(
地
域
振
興

課
育
成
係
)

エ
イ
ズ
予
防
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

中
学
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
な
が
ら
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
?
日
時
=
8
月
2
5

日
叫
、
午
後
1
時
～
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

ゲ

ス
ト
=
ツ
イ
ン
カ
ム
(
吉
本
興
業
)

費
用
=
無
料

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(直
通
)

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

女
性
フ
ォ
ー
フ
ム
i
n
あ
だ
ち

□
提
言
募
集

9
月
5
日
出
に
開
催
さ
れ
る
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
の
提
言
発
表
者
を
募
集
し

ま
す
。

テ
ー
マ
ー
「
災
害
に
強
い
ま

ち
ヘ
―
個
人
で
で
き
る
こ
と
・
地
域
で

で
き
る
こ
と
―
」

対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
若
干
名

(選
考
)

申
込
=
提
言
を
伽
字
程
度

に
ま
と
め
、
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
・
題
名
を
明
記
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参

□
写
真
展
作
品
募
集

題
材
=
「
道
」
か
ら
防
災
を
考
え
る
―

快
適
で
安
全
な
道
・
危
険
な
道
―

規

格
=
白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
、
ふ
ち
な
し
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
は
除

く
)
対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方
申
込
=
写
真
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
・
題
名
を
明
記
し
、郵
送

ま
た
は
持
参
展
示
期
間
・
場
所
=
9

月
3
日
～
7
日
、エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

―
―
い
ず
れ
も
―
―

期
限
=
8
月
1
0日
必
者

申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
―

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
(
立
侯
補
予
定
者
を

含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し

て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
い
か
な

る
名
目
で
も
禁
止
で
す
。
寄
附
に

は
金
銭
だ
け
で
な
く
品
物
も
含
ま

れ
、
夏
祭
り
や
盆
踊
り
で
の
寄
贈

な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。
有
権
者
が

こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
等

は
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
も
、
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け

取
ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い

な
選
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

6
・
7

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区

役

所

代

表

へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

さあ! 夏休み

プールへ行こう!

夏
休
み
期
間
中
、
表
1
の
と
お
り
小

学
校
プ
ー
ル
を
一
般
閧
放
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
に
は
水
泳
指
導
も
あ
り
ま
す
(

火
・
木
曜
日
を
除
く
)
。

※
小
学
校
3

年
生
以
下
は
保
護
者
(
高
校
生
以
上
)

の
同
伴
が
必
要
で
す

時
間
=
①
午
前
1
0

時
～
正
午

②
午
後
1
時
～
3
時

※
2
時
間
入
れ
替
え
制

定
員
=
午
前

・
午
後
各
1
0
0人

費
用
=
2
時
間
に
つ

き
大
人
2
0
0円/
子
供
(
中
学
生
以
下
)

囘
円

※
利
用
時
間
の
途
中
か
ら
入
場

し
た
場
合
も
利
用
料
金
は
同
じ
で
す
。8

月
8
日
出
は
無
料
開
放
日
で
す

問

先
=
体
育
課

表1　 小学校プール開放

施

設

公

開

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

心
身
障
害
者
の
自
立
の
促
進
と
社
会

活
勣
へ
の
参
加
の
手
助
け
と
、
福
祉
の

増
進
の
た
め
の
施
設
で
す
。

日
時
=
7

月
3
1日
面
、
午
前
1
0時
1
午
後
3
時

内
容
=
作
業
の
見
学
/
作
品
の
展
示

な
ど
/
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
作
り
(
紙
す

き
や
廃
油
石
け
ん
)

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

費
用
=
無
料

場
・
問
先
=

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

図 書 館

貸し出しベスト10
夏休 みの 宿題は

早め に終わら せよ う

( 区内図書館6 月分)

戦
没
者・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
1
5日
は
、
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。
毎
年
武
道
館

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
で
は
、
正
午
を

合
図
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
し
ま
す
。

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈

念
式
を
行
い
、
広
島
市
で
は
8
月
6
日

の
午
前
8
時
1
5
分
、長
崎
市
で
は
8
月

9
日
の
午
前
1
1
時
2
分
に
、平
和
の
鐘

を
合
図
に
、1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

や
家
庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念
の

黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。A
総
務
係
V

夏休み
子供実験教室

君もおやつ

博 士になろう

み
ん
な
の
好
き
な
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。
日
時
=

8
月
1
8
日
㈹
・
1
9
日
團
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
対
象
=
区
内
在
住
の
小
・

中
学
生
(
小
学
I
～
3
年
生
は
保
護
者

同
伴
)

内
容
=
▽
1
日
目
…
い
ろ
い

ろ
な
あ
ま
さ
を
は
か
ろ
う

▽
2
日
目

…
き
れ
い
な
色
の
あ
や
し
い
?
ひ
み
っ

定
員
=
s
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

持
ち
物
=
筆
記
具
、
テ
ス
ト
し
て

み
た
い
飲
み
物
1
点

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

8
月
の

臨
時
休
館

国
保

海
の
家
・
山
の
家

現
在
空
き
室
利
用
を
受
け
付
け
中
で

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
等
=

表
2

期
間
=
8
月
3
0日
ま
で

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方

申
込
=
利

用
日
3
日
前
ま
で
に
電
話
予
約
し
、
使

用
料
を
窓
口
へ

申
・
問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
庶
務
係

表2　 国 保「海の家・山の家」

掲
示
板

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

□
都
道
(
環
七
通
り
)
の
道
路
補
修
工
事

場
所
=
環
七
通
り
(
北
鹿
浜
西
歩
道

橋
付
近
～
上
沼
田
交
差
点
付
近
)
時

期
=
9
月
ご
ろ
1
1
1年
2
月
ご
ろ

問

先
=
都
・
第
六
建
設
事
務
所
補
修
係

(
3
8
8
2
)
1
1
5
1

□
都
民
住
宅
入
居
者
募
集

鳩
所
等
=
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ー
ル
島
根
(
島

根
4
-
1
1
-
1
5
)
/
3
L
D
・
K
当
初

負
担
額
=
7
万
5
千
2
0
0
円
～
1
2
万
8
千

Ⅲ
円

申
込
用
紙
販
売
=
8
月
7
日
ま

で

問
先
=
都
・
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
　
(
3
4
0
9
)
2
2
4
4

□
足
立
区
障
害
者
夏
ま
つ
り

日
時
=
7
月
2
6日
沺
、
午
後
3
時
3
0分

～
8
時

場
所
=
城
北
養
護
学
校
(
南

花
畑
5
-
1
3
-
1
)
内
容
=
青
空
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
盆
踊
り
な
ど

問
先

=
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(

城
北
養
護

学
校
)
　
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
1
0
月
生
募
集

科
目
(
定
員
)
=

▽
昼
間
部
・・・
ビ
ジ
ネ
ス

経
理
科
(
3
2人
)
/

ト
レ
ー
ス
科
(
3
1
人
)

▽
夜
間
部
…
木
工
科
(
3
0
人
)

期
限
=
8

月
1
1日

問
先
=

都
立
足
立
技
術

専
門
校

□
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
職
員
募
集

対
象
=
准
・
正
看
護
婦
(
2

人
)
/
大
型
2

種
免
許
保
持
者
(

人
)
/

非
常
動

指
導
員
(
3

人
)

申
込
=

履
歴
書
を

持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
7

月
3
1
日

選
考
日
=
8

月
4
日
向

動
務
予
定
=
9

月
1

日
か
ら

申
・
問
先
=

社
会
福

祉
法
人
足
立
肢
体
不
自
由
者
福
祉
会

(
足
立
あ
か
し
あ
園
)

(
3
8
4
9
)
1
1
8
Q

り

□
第
2
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
8
月
1
3
・
2
7
日
、
9
月
1
0
・
2
4
日
、

1
0
月
8
2
2
日
、
1
1
月
5
・
1
9
日
、
い
ず

れ
も
木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時

3
0分

場
所
=
千
寿
第
三
小
学
校

対

象
=
1
6
歳
以
上

費
用
=

徊
円

問
先
=

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
r
D

□ 水道局員を装った詐欺的 行為にご 注意　 水質調査にかこつけた浄水機販売/ 蛇口等の交換の勧誘/ 水道メータ ー交換に伴う代金の要求など。水道局では、この
ような 販売・勧誘等は一切行っていません。 問先= 水道局足 立東営業所　5681- 2151　 水道局足立西営業所　3896 ―4221
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く
ら
し
の
情
報

納
税
は7月

3
1
日
ま
で
に

1
0年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
1

期
分
の
納
期
限
は
、7
月
3
1日
で
す
。

早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、1
0
年

度
第
1
期
分
お
よ
び
1
年
前
納
分
の
引

き
落
と
し
日
が
今
年
に
限
り
7
月
3
1日

に
変
わ
り
ま
す
。
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課

国

保夜
間
納
付
相
談

平
日
の
昼
間
に
来
庁
で
き
な
い
方
々

の
た
め
に
、
夜
間
納
付
相
談
を
行
い
ま

す
。保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。日
時

=
8
月
7
日
面
、午
後
5
時
3
0
分
～
8

時

場
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
滞

納
整
理
第
一
・
二
係

国
民
健
康
保
険
料

納
入
通
知
書

1
0
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
納

入
通
知
書
と
、7
月
～
9
月
分
納
付
書

お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納
付

書
を
、7
月
2
1日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
は
、1
0年
度
の
住
民
税
額
に

基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、1
0年
度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な

い
方
(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は
、9
年
度
の
住
民
税
額
か
ら
計
算
し

て
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
住
民
税
が
確

定
し
た
時
点
で
、
正
し
い
保
険
料
に
変

更
し
た
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
な
お
、
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
。至
急
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

も
う
一
つ
の
国
民
年
金
…

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
老
後
を
実
現
す
る
た
め

に
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
行
う

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
ま
た
、
掛
け

金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な

り
、
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
2
0歳

以
上
6
0歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者

掛
け
金
=
選
択
す
る
給
付
の
型
・
口
数

お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
定

※
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し

申

・
問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係
ま
た
は

東
京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

お

忘

れ

な
く

老
齢
福
祉
年
金
の

定
時
届
け

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の

手
帳
で
、
直
接
郵
便
局
の
窓
口
で
受
け

取
る
年
金
)
の
定
時
届
け
の
提
出
月
で

す
。
こ
の
届
け
は
、8
月
か
ら
翌
年
の
7

月
ま
で
の
1
年
間
、
老
齢
福
祉
年
金

を
引
き
続
き
受
け
取
れ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。該
当
の
方

に
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の
で
、8
月

の
年
金
(
8
月
1
1日
支
払
い
)
を
受
け

取
っ
た
後
、
す
ぐ
に
「
国
民
年
金
証
書

と
定
時
届
」
を
国
民
年
金
課
に
ご
返
送

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
限
度
額

が
、8
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
(
表
3
)

。

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

表3　 老齢福祉年金本人および配偶者、扶養義務
者の所得限度額

ご

存

じ

で

す

か

浴
道
地
区
計
画
制
度

幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路
交
通
騒
音

に
よ
る
障
害
の
防
止
と
適
正
で
合
理
的

な
土
地
利
用
の
た
め
、
荒
川
以
北
の
国

道
4
号
線
と
環
状
7
号
線
沿
道
の
沿
道

地
区
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)で
次
の
こ
と
を
行
う

場
合
は
、
建
築
確
認
申
請
前
で
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

対
象
=
①
土
地
の
区
画
形
質

の
変
更

②
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま

た
は
増
築

③
建
築
物
の
用
途
、
形
態

ま
た
は
意
匠
の
変
更

沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例
施
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い
て
は
。

居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
mの
区
域

内
)
の
防
音
工
事
や
緩
衝
建
築
物
(
騒

音
が
背
後
へ
通
り
抜
け
な
い
よ
う
な
建

物
)
の
新
築
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を

助
威
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
防
災
ま
ち
づ

く
り
係

丸
の
内
二
丁
目
2
―
1
他

街
区
開
発
事
業

公
聴
会
の
開
催
と

公
述
人
の
募
集

東
京
都
で
は
、こ
の
事
業
の
環
境
影

麈
評
価
書
案
の
内
容
に
つ
い
て
、環
境

保
全
の
見
地
か
ら
、公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。※
公
述
の
申
出
者
が
な
い
場

合
は
、公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
日

時
=
9
月
2
日
廁
、午
後
1
時
場
所

=
い
き
い
き
ブ
ラ
ザ
一
番
町
(
千
代
田

区
一
番
町
2
)
公
述
人
数
=
2
5
人
程

度
(
抽
選
)
公
述
時
間
=
I
人
1
5
分

以
内
申
込
=
公
述
申
出
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
※
公
述
申
出
書
の
記
載
内

容
…
対
象
事
業
の
名
称
(
略
称
で
可
)

/
住
所
、
氏
名
、
一
話
番
号
(
団
体
等

の
場
合
は
、
団
体
名
、
事
務
所
所
在
地
、

代
表
者
氏
名
、
公
述
人
の
役
職
名
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
)
/
意
見
の
要

旨
(
8
0
0
字
以
内
)
期
限
=
7
月
2
8
日
～

8
月
1
1日
(
消
印
有
効
)

申
先
=

都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室
「
公
聴
会

担
当
」

〒
1
6
3
・
8
0
0
1

新
宿
区

西
新
宿
2
―
8
―
I
都
庁
第
一
本
庁
舎

北
棟
3
6階

傍
聴
人
数
=
約
川
大
(
傍

聴
券
は
当
日
の
午
後
0
時
3
0分
か
ら
会

煬
で
先
着
順
に
配
布
)

問
先
=
環
境

課
調
整
係
ま
た
は
都
・
環
境
影
響
評
価

審
査
室
「
公
聴
会
担
当
」

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
区
長
に
対
し
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
施
設

西
新
井
一
団
地
の
住
宅
施
般
の
変
更

(公
団
西
新
井
第
二
団
地
)

区
域
=
西
新
井
二
丁
目
地
内
期
間
=

8
月
1
8
日
～
9
月
1
日
場
・
問
先
=

都
市
計
画
係

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
、
文
部
省
が

行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校

入
学
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
対
象
=

H
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に

な
る
方
/
病
気
な
ど
で
義
務
教
育
諸
学

校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
/
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
登

校
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
お
よ
び
卒

業
で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
試
験
日
=

1
1
(
月
6
日
窗
場
所
=
都
立
中
央
図
書

館
(
港
区
南
麻
布
5
-
7
-
1
3
)
願

書
受
付
=
8
月
3
日
～
9
月
2
日
申

・
問
先
=
都
・
義
務
教
育
心
身
障
害
教

育
課
小
中
学
校
係(

5
3
2
0
)
6
7
5
2

問
先
=
学
事
係

8 月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手 続き や保険料の納付について相談に応じます。

学
び
た
い
!

そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
1
0月
入
学
生
募
集
!

放
送
大
学
は
、
1
8歳
以
上
な
ら
ど

な
た
で
も
入
学
試
験
な
し
に
入
学
で

き
る
正
規
の
大
学
で
す
。
学
部
は
教

養
学
部
で
、
現
在
開
講
さ
れ
て
い
る

約
3
1
0
の
科
目
は
す
べ
て
、
テ
レ
ビ
か

ラ
ジ
オ
で
毎
日
放
送
さ
れ
、
1
科
目

か
ら
自
宅
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
綾
瀬
に
あ
る
東

京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
面
接
授

業
や
学
習
相
談
を
受
け
た
り
、
図
書

室
等
を
利
用
で
き
ま
す
。

大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生

は
、4
年
以
上
在
学
し
て
所
定
の
単

位
を
修
得
す
る
と
学
士
(
教
養
)
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
卒

業
を
目
的
と
せ
ず
、
学
び
た
い
科
目

を
1
学
期
間
(
6
ヵ
月
)
学
ぶ
科
目

履
修
生
、1
年
間
学
ぶ
選
科
履
修
生

の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

出
願
期

限
=
8
月
1
5日

授
業
開
始
=
1
0月
1

日

※
募
集
要
項
は
、
学
習
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
区
政
情
報
室
、
公
社
等

各
社
会
教
育
関
係
施
設
で
配
布
中
で

す

問
先
=
放
送
大
学
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学
習
館
内
)

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会
7

月
2
5

日
出
、
午
前
1
0
時
・
午
後
o

時
2
0
分
・

午
後
2
時
4
0
分
の
I

回
上
映
/

ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
/

ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
・
チ

ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
/

枷
円
(
3

歳
以

占
/

荒
井

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

★
講
演
会

「
リ
ウ
マ
チ
と
手
術
」7

月
2
6
日
剛

、
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0

分
/

竹
の
筱
障
害
福
祉
館
/

日
本
医
科

大
学
講
師
永
島
正
一
氏
/
3
0
0円
/

石
川

(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

★
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
～
(

ン
デ
ィ

の
あ
る
青
年
た
ち
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
8

月
2

日
剛
、
午
後
2

時
開
演
/

ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
/

千
円
/

薫
の
会

(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

★
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
8
月
8
日
～

1
2
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
/
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

パ
ネ
ル

ー
ビ
デ
オ
上

映
(
9

日

、
午
後
1

時
1
5

時
に
合
唱

夸
上
演

。2
千
円
)
/

松
沢

(
3
8
9
9
)
5
8
0
4

★
ウ
イ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
8

月
9
日
面

、
午
後
1
時
3
0

分
開
演
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

吹
奏

楽
の
た
め
の
第
二
組
曲
ほ
か
/

無
料
/

横
山
　
(
3
8
9
7
)
9
2
5
1

★
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「教
師
の
た

め
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
8
月

2
1
日
面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
/
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
/

区
内
在
住
・
在
勤

の
教
員
/
5
0
0円
/

電
話
予
約
/
山
下

(
3
8
9
7
)
3
0
9
0

★
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8

月
2
3
日
面

、
午

前
1
0
時
1

午
後
3

時
/

千
寿
本
町
小
学

校
/
9
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

相
談
・
計
測
・
診
察
等
/
無
料
/
勝
み

堂
病
院
　
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

=
募

集
=

★
健
康
マ
ーフ
ソ
ン
の
会
(
古
干
谷
走
友

会
)

月
1
回
、
日
曜
日
/
荒
川
河
川

敷
ほ
か
/
年
額
5
千
円
/
小
金
井

0
1
0
(
2
5
7
)
8
8
8
2

★
吹
奏
楽
団
(
伊
興
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ヶ

ス
ト
ラ
)
毎
週
水
・
土
曜
日
/
伊
曩

中
学
校
/
入
会
金
2
千
円
、月
額
2
千

円
(
学
生
千
5
0
0
円
)
/
高
校
生
以
上
の

楽
器
経
験
者
の
み
/
石
原

(
3
8
5
0
)
5
4
7
4

★
書
道
(
藤
花
会
)
月
3
～
4
回
、

月
曜
日
/
午
前
2
時
～
4
時
/
花
畑
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、月
額
2

千
5
0
0
円
/
阿
部(

3
8
8
5
)
7
2
7
1

★
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
サ
ー
ク
ル

第
1
・
3
金
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

東
和
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
村
上

(
3
6
2
9
)
0
8
1
5

★
太
極
拳
佐
野
サ
ー
ク
ル
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/
佐
野
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
佐
藤(

3
8
8
2
)
0
5
0
3

★
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
・
ヨ
ガ
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額

千
円
/
林

(
3
8
9
9
)
6
0
9
3

★
東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

土
・

日
・
祝
日
(
年
間
2
4
0
コ
ー
ス
才
中

高
年
対
象
/
入
会
金
千
円
、
年
額
3
千

円
、
参
加
費
1
回
1
0
0円/
平
松

(
5
2
4
2
)
9
7
4
0

※
掲
載
希
望
の
方
は
広
報
課
ま
で

訂
正
と
お
わ
び

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
7
月
号

の
1
0ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
た
、
鹿
浜
の
獅

子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
神
社
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

【
正
】
北
野
神
社
、
島
氷
川
神
社
、
糀

屋
の
氷
川
神
社
、
古
内
の
天
祖
神
社

□ ほっとウィークキ ャンペーン　夏は、連続休暇「ほっとウィーク」をとってみませんか! 　 大きな夏休みで、自分にいいこと。
問先= 足立労働基準監督署　3882- 1187
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教
育
相
談

子
供
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究

所
　
　
　
　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申

・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

手
づ
く
り
郷
土
(ふ
る
さ
と
)
賞
受
賞

大
門
自
然
プ
チ
テ
ラ
ス

手
づ
く
り
郷
土
賞
は
、
地
域
の
魅
力

を
作
り
出
し
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
も
の
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。

建
設
省
の
主
催
で
、全
国
の
中
か
ら
、

「大
門
自
然
プ
チ
テ
ラ
ス
(
西
保
木
間

2
-
1
2
)
」が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
の
貴
重
な
農
地
を
活
用
し
て
、

地
元
の
「
大
門
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

と
と
も
に
整
備
。
自
然
と
調
和
し
季
節

感
が
十
分
楽
し
め
る
よ
う
、
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
道
は
桜
並
木
を
生
か
し
た
板
張
り

の
避
歩
道
に
し
て
、そ
こ
に
、ベ
ン
チ
、

石
像
、
彫
刻
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
き
れ
い

に
維
持
管
理
さ
れ
、
区
民
の
心
の
ふ
る

さ
と
、
い
こ
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
先
=
都
市
計
画
課

花だより

衝羽根空木

〝ア
ベ
リ
ア
〟
の
呼
称
で
知
ら
れ
る
こ

の
木
は
、
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
次
々

と
白
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
大
変
丈
夫
な

木
で
区
内
の
公
園
で
も
良
く
見
ら
れ
ま

す

。
「
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

」の
「
ツ
ク
バ
ネ
」

は
果
実
が
羽
子
板
で
突
く
羽
根
に
似
て

い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す

。
ま
た

「
ウ

ツ
ギ
(
空
木
)
」
は
枝
や
茎
の
中
が
空
に

な
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す

。

一
見
し
た
だ
け
で
は
覚
え
に
く
い
樹

木
の
名
前
も
、
そ
の
一
語
一
語
は
形
状

や
性
質
を
巧
み
に
表
わ
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
樹
木
の
名
前
を
覚
え
よ

う
と
す
る
方
は
、
名
前
だ
け
で
な
く
名

前
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
理
解
し
な
が

ら
覚
え
る
と
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。　
　
　
　
　
A

公
園
緑
地
課
V 絵: 内田花子さん( 興野二丁目)

ツ
ク
バ
ネ
ウツ
ギ
の
あ
る
公
園
等

…
関
屋
公
園
(
千
住
関
屋
町
1
0
)

五
反
野
親
水
水
路
(西
綾
瀬
2
―

5
)

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も

あ
り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が

多
い
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

あだ ち カ レン ダ ー 8 月
☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

皆さ んの声を区政へ生かす広聴 ハガキをご利用 ください
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係　3880- 5111 ㈹　FAX3880- 5878

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 登3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します
古紙配合率70% 再生紙を使用しています Ya. Y. Hi 　274, 000


